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 ご挨拶と理念

一般社団法人 日本有機農業普及協会
 会社概要
〒396-0111 ⾧野県伊那市美篶１１１２
TEL：０２６５ー７６ー０３７７
FAX：０２６５ー７６ー９００５

事務局直通 ０８０ー９８３２ー０７８５
メールアドレス fukui@jofa.or.jp(福井）

 メッセージ
作物はきれいにそろっていれば良かった時代は過ぎ、有機栽培の時代に入ろう
としています。今後、環境問題やコスト削減という視点からも土壌分析の必要
性は高くなると思いますが、本当に大切なことは生産者自身が土や資材の勉強
をし、土壌分析や施肥設計をする。またこれを1回で終わらせるのではなく、
毎作毎年積み上げ、設計の微調整を繰り返しながら自らの施肥体系を確立する
ことだと考えます。

略歴
中学･高校生時代に食品添加物が原因で体に変調をきたし、自然食療法で治

療。食材の形は同じでも中身は違うことに気づき、26歳から日本全国津々浦々
安全な作物を生産している生産者を訪ね、現場で学習。その後、茨城で自ら土
地を購入し、米・野菜づくり実験に7年間取り組む。またその後、オーストラ
リアの有機農業研究所に微生物エンジニアとしてスカウトされ、牧場の土壌改
良に取り組む。オーストラリアと筑波で微生物が有機物を分解し、その有機物
が再度有機物になっていくシステムを学ぶ。
現在は、有機肥料の販売、コンサルティングの(株)ジャパンバイオファーム（
⾧野県伊那市）代表を務めながら、経験やカンに頼るだけでなく客観的なデー
タを駆使した有機農業の実際を指導している。



生産に必要な技術を取得するために、
教育コンテンツを作りました。カリ
キュラムに沿って教育を受けること
で、栽培に必要な技術を短期間で習
得できます。植物生理に従った技術
であるため、感や経験に依存する範
囲が極端に少ないことが、短期間で
の習得を可能としています。
昨今の異常気象の影響で生産が不安
定となり、安定生産が困難であると
言われているが、生産技術によって
解決でできることがまだまだありま
す。根拠はBLOF理論が論理かつ体
系的である為、因果関係を見つけ出
すことがきます。そして、的確な対
処法を導き出せるからです。

カリキュラム

全国で年間１００回以上の講習会が実施されており、学ぶ機会が増えています。また、
必要に応じて現地指導も行います。有機農業を導入しようとする生産者、あるいは新規就
農者が増加しています。新規就農者に至っては約９割が有機農業に誘目しています。しか
し、闇雲に有機質肥料を使えば有機農業をして成功するわけではありません。成功するた
めには有機農業のための専門知識と技術がなければ成功するのは難しいです。生産者が成
功するために専門の技術者を派遣して技術指導を行なっています。

栽培技術講習会と現地指導

提供サービス（生産技術）



農業成功への仕組み

BLOF理論 BLOFwearDoctorBLOF肥料

有機農業を成功させるに
は、良い資材を入手するこ
とである。その資材は大き
く３つに分けることがで
き、アミノ酸肥料、ミネラ
ル肥料、堆肥（健全な土壌
を作るには中熟堆肥しかな
い）のそれぞれを適切に使
うことで有機農産物を高品
質、多収穫ができます。
さらに、それぞれの肥料は
研究と事件を積み重ねて戦
略的に設計されています。
素早く吸収され作物の負担
にならず成⾧を促す成分を
多く含むように設計されて
います。

BLOF 理論とは、3つの分野に分
けて考察し、科学的・論理的
に営農していく栽培技術で
す。 
① 作物生理に基つい゙たアミノ
酸の供給 慣行栽培で
は無機態窒素と光合成で
作った炭水化物を利用して
アミノ酸合成してタンパク
質の合成をしますが、アミ
ノ酸を吸収させることで、
炭水化物に余剰が生まれる
ため病気に強いカラダを作
ることができます。

② 土壌分析・施肥設計に基づ
いたミネラル肥料の供給 
NPKと堆肥だけでは健全な
育成はできません。植物も
人と同様でミネラルを絶え
ず供給しなければ軟弱な成
⾧となり、病気になりま
す。

③ 太陽熱養生処理を用いた土
壌団粒形成、土壌病害菌抑
制、水溶性炭水化物の供給 
土壌の物理性を改善し団粒
構造を短時間で形成するこ
とができます。太陽熱養生
処理の技術によって有害な
菌を減らし植物の生育に有
益な菌を増やし、病気のリ
スクを減らします。これに
よって、植物の根の繁茂が
旺盛となり肥料の吸収力が
強くなるので高品質、高収
量を実現します。

土壌分析と施肥設計の意味
土壌分析は、土壌の物理性・
生物性・化学性の中から、化
学性 に的を絞って、作物の品
質や収量が上から゙ないといっ
た原因を 突き止めるための1
つの手段であり、その意味
は、とごに課題があるかを絞
り込んてい゙くことにありま
す。 土壌分析には「重量
法」と「体積法」があります
が、有機農業は体積法でなけ
ればなりません。
また、有機栽培て成゙果を上げ
続けるためには、土壌分析の
結果にもとつい゙て、きちんと
施肥設計を立て ることか重゙要
になります。 土壌の特性や栽
培作物こどに施肥設計の立て
方や施肥量は大きく異なりま
す。また作付け時期、 年こど
にも異なります。カンや経験
に頼った施肥てば養分に偏り
かで゙き、収量、品質の招く結
果 となります。 
そこて施゙肥設計を迅速かつ正
確に行うために、
「BLOFware.Doctor」にて、栽
培作物に応しだ最適な成分表
示、土壌成分との キャ゙ップ、
不足している成分が一目てわ゙
かる施肥シミュレーションの
システムを開発しました。 必
要なチッソ量やミネラルの自
動計算を行い、総合的な施肥
設計か可゙能てず。 



ノウハウ（BLOF理論）

 大発見
従来、植物は無機体でなければ吸収できないと

されていましたが、アミノ酸を吸収することが分
かりました。植物は光合成で糖をつくり成⾧しま
すが、アミノ酸を吸収すると成⾧に必要な糖が潤
沢に使えるため、成⾧速度がはやい、収量が増え
るといった現象が起きます。

 ミネラルの重要性
施肥をする際にミネラルといえばカルシウム

とマグネシウムくらいでその他の微量はおろそ
かになりがちでした。植物の成⾧には様々な微
量素が関わりがなければ健全な成⾧ができませ
ん。BLOF理論では成⾧に不可欠な微量素に着
目して、植物の持てるる力を最大限に発揮でき
るように手助けします。

 太陽熱養生処理による土壌改善
土壌の物理性を改善したことで、驚異的な根

張りを可能とします。ただ、土を柔らかくした
だけでは、写真のようにはなりませんが土が固
ければ話になりません。適切な資材選びと、３
種類の菌を活用することで写真のような根張り
を実現します。この根の状態を見て頂くとた多
収穫ができることを納得していただけるとこと
でしょう。



資材

 その堆肥は大丈夫？
堆肥といっても良し悪しが農産物の生育に大き

く影響します。特に未分解いの有機物は要注意で
す。植物にとってプラスになるどころかむしろマ
イナスになることがあります。堆肥は単に化学肥
料のNPKの代替品ではないのです。有機農業で高
品質・多収穫を実現するためには堆肥に対する評
価を改めることが求められます。
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資材選びが大事
生産性を向上させるためには、3つの観

点から環境を整える必要がある。根張りを
良くしたり、保秘力、保水力を向上させる
ための物理性。植物の健康を保つための生
物性、成⾧に不可欠なミネラルなど栄養バ
ランスの取れた化学性の3つを整えること
が生産向上には不可欠です。物理性を改善
するための堆肥、生物性を改善するための、
微生物資材、化学性を改善、整えるための
資材を準備しており、成⾧の効果も実証済
みです。

堆肥の開発

生産性を大幅に向上させた、大量の有機物を根から吸収
させるオタができる堆肥の製造に成功しました。従来、植
物は無機物でなければ根から吸収できないとされてきたが、
最新の研究でペプチドと言われる物質を吸収することが証明
されました。しかしながら、植物にとって有益な物質（アミ
ノ酸、水溶性の炭水化物）を意図的に作り出すことは難し
く、時には有機物が腐敗し植物の成⾧の妨げになることもあ
りました。有機農業の負の歴史が物語っています。有機物を
圃場に投入すれば、優位農産物が作れると思われていたが、
病害虫との戦いで終了は伸びず、消費者が期待していた、美
味しさや栄養価も満足に得られず、それどころか慣行栽培の
農産物よりも下回る結果となりました。
BLOF理論に基づく堆肥作りでは、アミノ酸や水溶性炭水

化物を生成する微生物を用いて、温度、空気をコントロール
して、微生物の力を最大限引き出すことで、目的に応じた堆
肥作りをコントロールする技術を開発しました。



テクノロジー

 科学的根拠に基づく施肥設計
⾧年に渡り全国の篤農家を訪問して

蓄積した。データをもとに作物ごとの
最適な施肥設計を可能とするシステム
です。勘による設計ではないので、農
業生産の安定性を飛躍的に向上させる
ことができました。

 現状把握
土の状態を把握することで的確な資

材選びと施肥量を決めることができま
す。体積法で分析することで、植物が
現実にいる圃場の状態に近い感覚で測
定するため、実効性が高い結果が得ら
れます。

 システムの可能性
システム化によって生産から販売ま

での支援できるようになると、生産者
の業務が簡略化できます。間接業務を
システム化してしまえば、直的な栽培
管理に注力でき、事業拡大の助けにな
ることを期待しています。



お問い合わせ
一般社団法人 日本有機農業普及協会
 会社概要
〒396-0111 ⾧野県伊那市美篶１１１２
TEL：０２６５ー７６ー０３７７
FAX：０２６５ー７６ー９００５

事務局直通 ０８０ー９８３２ー０７８５
メールアドレス fukui@jofa.or.jp(福井）

コンサル内容

①栽培技術講習会
有機農業を始めるたの入り口です。有機農業を実践す

るための基礎知識を学び、実証実験を行い体験していた
だきます。

②栽培技術個別指導
ある程度理解が進んだ段階で、次のステップとして生

産者の実際の栽培にBLOF理論を取り入れて技術を習得す
ることを目的とします。

③産地づくり支援
BLOF理論による栽培ができるようになりましたら、技

術の周辺への展開とリーダー的な生産者の出現を促し、
有機農産物の生産拠点として確立します。いきなり有機
認証が難しい場合は独自認証を作って中間的なステップ
を作り間口を広げるような支援をします。

④堆肥づくりコンサル
本格的な生産が始まると、大量の堆肥が必要となりま

す。産地の周辺で原料が入手できるのであれば、良質の
堆肥製造するための支援を行います。
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